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話の流れ
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(1) 自己紹介（研究履歴）

(2) eラーニングを始めた頃（2001年８月～）

(3) ネット授業の展開（2002年4月～）

＊Moodleとの出会い：2004年9月 日本教育工学会

(4) リメディアル教育教材制作（2010年～）

＊eラーニング共通基盤の構築（2016年～）

(5) デジタル表現技術者養成プログラム（2009年～）

(6) アクティブ・ラーニングの導入（2012年～）

(7) ICT活用教育共同利用拠点に認定（2016/7/29）



(1) 自己紹介（研究履歴）

・IPV6を用いた遠隔操作の研究
・Webサービス技術の活用

・e-Learningを活用した教育の研究
・デジタル表現技術者養成プログラム
・LMSを活用したALの実践的研究

動力伝達装置

ＩＣＴ活用教育

穗屋下 茂：http://net.pd.saga-u.ac.jp/hoyashita/
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2013年

実験
＋

理論計算

・歯車材の面圧強度向上の研究
・CVT（無段変速機）の研究
・歯車ポンプの研究
・歯車のかみ合い理論
・歯車の振動・騒音の研究
・NC歯車研削盤の研究
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HOYA
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eラーニングの実践形態

(3) ネット授業（VOD型フルeラーニング）

・ いつでも、どこでも、何度でも → 利用分野：生涯学習等への拡張

・ 教育効果： 対面講義と同等レベル

・ 問題点： 制作費、維持費が必要

(2) ドリル型（WBT：Web Based Training）

・入学前教育

・入学後のリメディアル教育（英語、日本語、数学、理科、情報、社会）

・初年次教育、専門基礎科目などの演習問題

・キャリアアップ学習（資格試験対策、国家試験 ）

(1) LMSの機能を対面授業に利用

・講義は、 教員が自由に作成

・講義資料（ノート）、 PDF、 PPT
・きめ細かな教育 → 教室外のコミュニケーションの増大

HOYA

講義自動収録システム
（約40教室）2014～

2002



オープンキャンパス ２００１年８月
ミニ講義・IT教育シンポジウム開催と
TV会議システム（ CU-SeeMe）による配信

通信回線の種類と通信速度場 所

無線LAN，10 Mbps２．学内第６会場

ISDN 64 kbps３．第７会場（伊万里）

学内LAN，100 Mbps１．学内５つの会場

NIME

5

(2) eラーニングを始めた頃

IT教育シンポジウムと
TV会議システム（ CU-SeeMe）による配信

NIME

6



佐賀大学ネット授業実験

オープンキャンパスのミニ講義の収録（DVテープ）

→ VOD型ネット授業コンテンツの試作

講師映像はQuickTimeでダウンロード型

映像にアンカーを付けてプレゼンをめくる

→ 手作りにしては、非常に評判が良かった

→ 11月の全学教務委員会で、

単位の修得できる科目として承認

http://net.pd.saga-u.ac.jp/net/

NIME
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ネット授業
実験サイト

NIME
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収録 編集機材

ネット授業の2002年度開講に向けて

e-Leaningスタジオの構築と講義収録
NIME
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SMILによる
コンテンツ作成

(3) ネット授業の展開 （2002年4月開講）

教養科目「21世紀のエネルギーと環境問題」：第1回授業：上原春男学長）
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KBCテレビ取材

(2002/4/16)

ネット授業ガイダンス

演習室でのPC操作
（Windows95）

NIME
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e-Learningに期待される効果

・個々人に応じたカリキュラムが可能

・少人数ゼミの確保

・学生のコミュニケーション能力の向上

・教員のプレゼンテーション能力の向上

・高等教育の生涯学習としての転用

・洗練された講義内容

・講義の内容、評価の標準化→ 単位互換

問題点 ： 技術、コスト、教育効果など

→ 実施に基づくノウハウの蓄積による解決

NIME

⇒ 吉田文, 田口真奈美, 中原淳編著：大学eラーニングの経営戦略
～成功の条件,, 東京電機大学出版局, 95-128, (2005-3).

第４回 NIME オンライン・コースの手法と戦略 （2003/11/12）で事例紹介

12
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＊Moodleとの出会いは
2004年9月の日本教育工学会全国大会

＊2005年4月以後、
以下に紹介する教材等は Ｍｏｏｄｌｅ上で運用

HOYA

＊NetWalkers （2002年4月～2005年2月）
地元企業と共同開発
グループウェアの機能を利用

ＬＭＳ（学習管理システム）

ネット授業コンテンツの変遷

No. 種別 講義映像
講義

スライド
テキスト

情報
SCORM 課題

制作
開始
年度

1) SMIL Real Video（ストリーミング） GIF - 非対応
スライド単位で
の再生不可

2002

2) Producer
Windows Media Video（スト
リーミング）

HTML HTML 1.2
MacOSで視聴
不可

2004

3) Flash

Flash Video（プログレッシ
ブダウンロード）

SWF
簡易
HTML

1.2 IE8で縮小表示 2006

Flash Video（ストリーミング
or プログレッシブダウン
ロード）

SWF
簡易
HTML

2004
iOSで視聴不
可

2009

4) HTML5
MP4 or WebM（プログレッ
シブダウンロード）

HTML HTML 2004 － 2015

14

HOYA
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eラーニングスタジオの紹介

佐賀大学先端研究教育施設

http://net.pd.saga-u.ac.jp/e-learning/

eラーニングCM
（2007/11）

問合先：TEL/FAX: 0952-20-4731

HOYA
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編集室

収録スタジオ

HOYA



17

【ネット授業の場合】

• コンテンツ作成
打ち合わせ→シナリオ作成→PPT作成→

講義収録→編集→確認問題→配信準備→

LMS上に科目設定

• シラバス作成等支援

• ネット授業受講者登録

• ネット授業のガイダンス

• 毎回の履修状況のチェック（with TA）
ブレンディッド授業の場合、対面講義のサポート

• 質問＆回答のチェック

• 期末試験準備・アンケート実施

• 履修状況一覧表作成

• 次年度の準備（コンテンツの改善、LMSの設定）

教員を
完全に
サポー
トする
体制

ICT活用教育はメンター育成が鍵を握る

教育事情が
分かる・・・

HOYA
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ネット授業科目一覧
（全学教育機構：基本教養科目 2015年度）

担当教員 授 業 科 目 分野 開講

早瀬 博範 コミュニケーション論（人間社会とコミュニケーション） 文化・現代社会 前期・後期

穂屋下 茂 わかりやすい機構学 自然・技術 前期・後期

宮島 徹 地域の環境－森・川・海を繋ぐ環境と暮らし 自然・技術 前期・後期

穗屋下 茂 シルクロード入門 文化 前期・後期

角 和博 インストラクショナル・デザイン 現代社会 前期・後期

角 和博 映画制作入門 文化 前期・後期

池上 康之 ２１世紀のエネルギーと環境問題 文化 前期

中村 隆敏 芸術論（有田焼入門） 文化 前期

和田 康彦 くらしの中の生命科学 自然・技術 後期

重藤 輝行 考古学（吉野ヶ里学） 文化 後期

渡 孝則 セラミックスの不思議 自然・技術 後期

青木 歳幸 日本史（佐賀の歴史） 文化 後期

岡島 俊哉 教育学（教員のための環境教育） 現代社会 後期

HOYA
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※ ネット：ｅラーニングで課題を行う ※ 対面：対面授業に出席

※ ｅラーニングと対面授業で１セット 全6セット6テーマ

質の高い教育の実践例
（ブレンディッド 授業）

英語（共通基礎教育科目）2007年～（適用例） 反転授業

HOYA

佐賀デジタルミュージアム

HOYA

佐賀デジタルミュージアム 報告書2014
http://www.saga-els.com/sdm/wp-

content/uploads/2015/04/h26_sdm_report.pdf

20



佐賀デジタルミュージアムの特徴

収蔵品（写真と動画） ｅラーニングサイト
Moodle

• 映像コンテンツなどのデジタル化
したデータを収蔵

• 自己登録制のeラーニングサイト
• 収蔵品に関連したｅラーニングの
教材の利用が可能

21

HOYA

＋

http://www.saga-els.com/sdm/

eラーニング教材（演習問題）の作成

HOYA
(4) リメディアル教育教材制作（2010年～）

22
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演習問題

中級編「生物」

中級編「数学Ⅲ」

答&解説

答&解説 HOYA

eラーニング共通基盤推進事業
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https://www.saga-els.com/8dai/

大学間連携共同教育推進事業（2012～2016年度）

学士力養成のための共通基盤システムを
活用した主体的学びの促進

・教材科目：英語、日本語、数学、情報
・プレイスメントテスト及び到達度テスト、学修観診断
・教材数は7,000以上（演習：約5,900＋解説：約1,100）

2017年度から大学eラーニング協議会加盟校は利用可能

HOYA



プレイスメントテスト（2013年4～）

及び到達度テスト（2014年3～）の実施

問題（紙）＋ 解答（マークシート）

問題（紙）＋ 解答（Web: LMS）

問題（Web: LMS）＋ 解答（マークシート）

問題（Web: LMS）＋ 解答（Web: LMS）

・日本語 ・英語

・数学（文系）・数学（理系Ⅰ）・数学（理系Ⅱ）

・情報 ・学修観

プレイスメントテスト：
各20～30分

5教科実施でも3時間弱

到達度テスト：
各40～60分

（実施方法）

SAGA

25

HOYA

Demo

26



大学ｅラーニング協議会

多⽬的に利⽤可能なeラーニング教材を提供
ルーブリックやモデルシラバスも提供

利⽤するには ⼤学eラーニング協会に加盟（年会費30,000円）＋年間教材運⽤費

⾼⼤接続
入学前教育・リメディアル教育

⼤学教育
初年次教育・リメディアル教育
キャリア教育

・英語リスニング
・英語リーディング
・⽇本語
・数学（数的思考）
・数学（理系 1）
・数学（理系 2）
・情報
・学修観アンケート

〇 プレイスメントテスト
入学前か入学直後の学生の学力
レベルを測定し、適切なレベル
のクラスに分けるためのテスト
Webやマークシートなどを利用

〇 到達度テスト

・英語リスニング
・英語リーディング
・⽇本語 60
・⽇本語 100
・数学（数的思考）
・数学（線形代数学 1・微分積分学 1）
・数学（線形代数学 2・微分積分学 2）
・情報
・学修観アンケート

プレイスメントテストの結果に応じて、
弱い科目を主体的に学んだ後、このテス
トで基礎科目の学習の達成度及び、自ら
の学力を確認

ルーブリック（ 評価基準）

プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト

到
達
度
テ
ス
ト

個
票

個票の返却

個
票

個票の返却
各科目教材
があります

各科目教材
があります

主体的な学び 主体的な学び

初年次系学修支援プログラム キャリア系学修支援プログラム
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(5) デジタル表現技術者養成プログラム
Digital Expressionist Training Program

28

HOYA

http://net.pd.saga-u.ac.jp/digi-pre/
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経済学分野 農学分野

教育学分野

理工学分野医学分野

デジタル表現技術者

デジタル表現技術の活用例

HOYA

就業力アップ
Develop Working Ability

30

必修科目（定員40名）

講義形態 科 目 名 内 容 学 期 学 期

講義演習
映像・デジタル表現Ⅰ

（デジタル表現入門）
グラフィックデザイン １年次 前期

講義演習 Web表現 Webデザイン １年次 前期

講義演習 映像表現 映像・シナリオ １年次 後期

講義演習 プログラミング表現 サーバーサイドプログラム １年次 後期

講義演習 デジタルメディア・デザイン 高度な動画の編集 ２年次 前期

講義演習
映像・デジタル表現Ⅱ

（アニメーション表現）
セルから立体までの素材と表現 ２年次 前期

講義演習 映像・デジタル表現Ⅲ（CG表現） 2D及び3DCGアニメーションの作成 ２年次 後期

講義演習 映像・デジタル表現Ⅳ（修了研究） 修了作品制作・コンペティション参加 ２年次 後期

必修科目16単位（8科目）
卒業単位 （インターフェース科目：必修）

卒業単位 （各学部の自由選択科目）

HOYA
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選択科目

形態 科目名 内容 学期

net 映像制作入門 映画形態論、映画の文法 前・後

net シルクロード入門 写真に写っている現象からシルクロードを学ぶ 前・後

net インストラクショナル・デザイン 教育設計手法 前・後

講義 情報メディアと倫理 情報ﾒﾃﾞｨｱを取巻く社会現象 前期

講義 画像へのアプローチ 写真技術に関する基礎知識 前期

講義 映画製作 映画形態論、映画の文法 前期

講義（集中） プロデューサー原論 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの統括と遂行 前期

演習（集中） 身体表現入門 自らを表現する能力 前期

講義 教育デジタル表現 教育支援システムの利用 後期

講義 伝統工芸と匠 プロの写真家の目を通して、伝統工芸を知る 後期

講義 デジタル表現技法 映画製作に関する基礎知識 後期

講義（集中） 授業支援入門 協同学習等を体験し、授業支援方法を学ぶ 後期

選択科目8単位（4科目） 卒業単位 （教養教育の基本教養科目）

HOYA

電脳芸術展

▲作品展示・一般公開（アバンセ）

▼プレゼンテーション・相互評価

修了研究の成果公表

HOYA
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デジタル表現技術者養成プログラムの詳細紹介

33

穗屋下 茂 監修：就業力を育むデジ
タル表現技術者養成プログラム～創
造的表現力を重視したアクティブ・ラ
ーニングの実践～，五弦舎, 2016.

(ISBN978-4-86434-057-1)

これからの高度情報化社会に必要な

先端的なコンテンツ創造技術を修得し，

個人の専門領域とデジタル表現技術を

組み合わせた新たな知的活動の担い手

としての活躍が期待できる。 本書は，開

講科目の意義や学生の就業力・自律心（

キャリアデザイン）を向上させる教員・職

員の努力等を集約し，全国の大学の先

生や職員の方々，及びデジタルコンテン

ツ関係に興味を持つ人々にプログラムの

実施状況を紹介する。

HOYA

学生の一般的な学力推移（推定）

大
学
入
学

卒
業

２
年

高
校

３
年

４
年

（
学
力
）

（時間）

卒業研究

ゼミ、英語
文献輪読、
実験、論文
作成、発表、
学会発表等

主体的学び

アクティブ・
ラーニング

HOYA
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(6) アクティブ・ラーニングの導入（2012年～）



新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて
～生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ～

（答申）中央教育審議会 2012年8月28日
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学士課程教育の質的転換への好循環の確立

HOYA

知識獲得は授業前に、授業では知識の深化を図る

ICT活用学習 授業反転学習 ＋⇒

授業外学習：
自宅等

アクティブ・ラーニング：
協同学習等

復習・予習授業従来型授業 ＋⇒

授業外学習：
自宅等

一斉授業

HOYA
反転授業

36



反転学習を導入したときの学修時間の例
（1科目2単位の授業の場合：15回授業）

(1) LMS上eラーニングで聴講 （約30分）

37

Moodle

（機能）
・進捗状況記録
・学修時間記録
・掲示板

・談話室（質疑応答可
能）

・様々の学修教材
・資料配布
・確認テスト可能
・課題提示
・レポート提出可能
・アンケート

インターネットさえ利
用できれば、世界中
どこからでもアクセス
可能 等合計 約270分＠１回授業

授業前
学修

協同学習
例）ジグソー法

教員は、どこからでも個々
の学生のアクセス状況、
課題提出状況等を随時参
照可能 ⇒ 休講無し

効果：知識・技能・態度が深化

結果：確かな学士力、高い就業力

単位の実質化

HOYA

(2) 個人ワーク（課題レポート等） （約60分）

(3) 教室授業（グループワーク） （約90分）

(4) 復習・修正・発展課題 （約60分）

（学修時間等の記録）

（アップロード）

（アップロード）

1) 個人活動： 担当課題を個人で理解する

2) 専門家グループ活動：他グループの同じパートを担当する
人と話し合い、理解を深める

3) グループで課題全体について理解を深める。一人ずつ、担
当課題を説明する。 チームで話し合って理解を深める

4) 必要に応じてチームごとにプレゼンする

教員が作成した動画教材、ケースメソッド、演習問題、
Web上の利用可能教材等

各自、全課題についてレポートの提出
必要に応じて確認テストを行う

（情報共有）

学生が卒業後に自己の資質を向上させ、社会的職業的な自立を図るために必要な能力

ジグソー学習法
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文脈１の研究

文脈３の研究

文脈２の研究

（専門家グループ）（ジグソーグループ）

文脈４の研究

J1グループ J2グループ

J3グループ J4グループ

専門家グループ
で討論、まとめ

ジグソーグループ
で結果報告

HOYA



種々の協同学習を体験 HOYA
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時には、立ったままで

皆さん、時間ですよ！

筆記に役立つファイルバインダー

何処にいてもメモする癖をつけさせる

ブレイン・ストーミング＆KJ法で意見を集約
そして、プレゼンテーション

付箋紙（ポストイット）に書いたアイディア
を分類

チームでまとめた結果と発表
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ICT活⽤教育未導⼊の⼤学や⾼校も多い
導⼊したいけど、ヒト・モノ・カネが無い
組織的になかなか使ってもらえない
これまでは外部委託が主流で、⼤学が継続的に

維持できる体制ができていない

【ICT活⽤教育の状況】

ICTツールを全⾯的、あるいは部分的に活⽤するのが効果的

中央教育審議会（答申：2012年8⽉28⽇）
新たな未来を築くための⼤学教育の質的転換に向けて
〜⽣涯学び続け、主体的に考える⼒を育成する⼤学へ〜

・スマート・ジャパンICT戦略（総務省）
・クール・ジャパン（経産省）

◇教育改⾰実⾏プラン
◇政策「ICTによる⽇本成

⻑戦略」に貢献

（対策：拠点でのICT活⽤研修と親密な交流）

学⼠課程教育の質
的転換への好循環
の確⽴

★インターネット環境の絶
え間ない進展

★ブラウザ等のバージョン
アップ

★教材の維持経費の確
保が困難

【必要性】 教育から学修への教育の質的転換
【緊急性】 知識基盤社会で活躍できる⾃律した就業⼒を備えた⼈材が必要

（特に、ICTを活⽤した授業前教育と協同学習を組み合わせた反転授業は効果的）
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職員の組織的な研修等の共同利用拠点
（ICT活用教育）クリエイティブ・ラーニングセンター

認定期間：2016年7⽉29⽇〜2019年3⽉31⽇
https://www.saga-els.com/clc/

HOYA(7) ICT活用教育共同利用拠点に認定（2016/7/29）

【取組】

eラーニングシステム（LMS構築、教材制作、メンターによる⽀援）が学内に
蓄積／インターネットスキルの進展に対しても対応可能／ネット授業（VOD
型フルeラーニング）の実践とノウハウの蓄積／同期型遠隔授業／⼤学e
ラーニング協議会の中⼼（会⻑と事務局）／多くの先進事例調査訪問

(1) ICT活⽤教育導⼊のための研修会・講習会の実施
（教育の質を⾼めるためのICT活⽤スキルや協同学習⽅法等の共有）

(2) 共有のLMS環境/データベースの構築⽀援（eラーニング共通基盤教材利⽤拡⼤）
(3) 共通ｅラーニング教材の開発と利⽤、及び先進的ICTの活⽤スキル（AR, VRなど）

を適⽤した質の⾼い教材開発
(4) 授業や成績評価の内容・⽅法の改善（授業パフォーマンス評価システムの開発）

⼈材育成（デジタル表現技術者養成プ
ログラムの実施）／佐賀⼤学コンテンツデ
ザインコンテストの実施／佐賀デジタル
ミュージアムの構築（コンテンツ制作）

【佐賀⼤学の強みと特⾊】

デジタル表現技術者養成プログラムネット授業（2002年4⽉開講） 京都コンソーシアムから視察（2009/1）

【効果】 クリエイティブ・ラーニングセンター（CLセンター）を設置することで，本学のICT活⽤教育スキルを全国の⼤
学に教え，講習会・研修会を通じて，本学の教員・職員のスキルは⼀段と磨きがかかる。また，ICT活⽤
教育を通じ，全国の⼤学の教員・職員の質が格段によくなることが期待される。

（eラーニングの実践⼒＋クリエート能⼒を持った⼈材の育成⼒）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
⽤
教
育

共
同
利
⽤
拠
点
へ

職員の組織的な研修等の共同利用拠点
（ICT活用教育共同利用拠点）クリエイティブ・ラーニングセンター
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HOYA



研修・講習・共同開発研究等に対する調査実施（全国⼤学対象）

研修会・講習会の募集

参加登録

研修、講習

ICT活⽤教育の実践
（原則各⼤学のLMS利⽤）

ICT活⽤教育共同利⽤拠点運営委員会

試⾏可能な
共同利⽤LMS

教材ＤＢ

共同開発研究の募集

研修教材、学⽣⽤学
修教材の開発

各ＷＧ毎に計画・推進

試⾏

（拠点事務局）

講師・⽀援員

教育ビッグＤＢ

（学会・協議会、Web） （学会・協議会、Web）
・ICT活⽤教育コーディ
ネーター
・3DCG教材クリエーター
・映像教材クリエーター
・教員・職員、等

（研修プログラム）

うまく機能
するまで、
何度でも

評価授業評価

︵
改
善
︶

（実施計画）

共同開発研究者

（教材登録）

共同開発研究研修会・講習会

ICT活⽤教育共同利⽤拠点の２つの主な取組

（開発教材の
利⽤）

（
毎
年
、
振
り
返
り
な
が
ら
改
善
）
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HOYA

実施体制
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学長

全学教育機構（機構長）

センター長

◇ＩＣＴ活用教育支援室（室長）
ＩＣＴ支援全般・講義自動収録配信・ネット授業・同期型遠隔授業、他

ＩＣＴ活用教育共同利用拠点運営委員会

◇コンテンツ共創ラボ（ラボ長）
映像・デジタル表現、コンテンツ制作、デジタル・ファブリケーション、他

◇クリエイティブ・ラーニングセンター
教育関係共同利用拠点として、ＩＣＴ活用教育ＦＤ／ＳＤ（人材育成）
新しいタイプの共有教材開発、他

（
連

携

）

（副センター長・ICT活用教育コーディネーター）

連携機関（他大学、学会・協議会・メディア関連企業等）

国立大学

公立大学

私立大学

センター会議

○学部（教育学部・芸術地域デザイン学部・経済学部・医学部・理工学部・農学部）

○大学院（教育学研究科・学校教育学研究科（教職大学院）・地域デザイン研究科・経済学研究
科・医学系研究科・工学系研究科・農学研究科）

○教育・研究の各センター（詳細略）
○共同利用・共同研究拠点（海洋エネルギー研究センター）

（大
学
連
携
・高
大
連
携
）

（学内教職員の構成メンバー）

（教育関係共同利用拠点の認定等に関する規程【文部科
学省告示第155号】第2条第３項に基づく構成メンバー）

（ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

）

初等・中等
教育機関等

（利用者・機関）

（学内教職員の構成メンバー）

（構
成
員
）

HOYA



佐賀大学
ＩＣＴ活用教育共同利用拠点

クリエイティブ・ラーニングセンター

教員
研究室E

教員
研究室B

教員
研究室A

教員
研究室C

教員
研究室D

スタッフ
ルームA

PC演習室B
（60名）

【芸術地域デザイン学部】

スタジオγ
（撮影・照明演習室）
モーションキャプチャ

スタッフ
ルームB

メディア
デザイン
演習室

スタジオα
（CG演習室）

ファブリケーション
演習室

３Ｄプリンター
レーザカッター

撮影・照明ス
タジオ調整室

機器収納室

ICTデザイン
講義室

サーバ室

電
気
室

学
生
演
習
室

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム

男子
便所

女子
便所

ﾈｯﾄ

音響
ﾌﾞｰｽ

【施設】

共創
デザイン
演習室
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アンケートによるICT活用教育の調査
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【送信】 1,109校に郵便で発送

大学770校、短期大学339校

【返信】 304校（27％）

大学221校（29％）、短期大学83校（24％）

郵便：191通、 メール：113通

発送数 回答数 未回答数 回収率

国立大学 85 39 46 46 %

公立大学 88 32 56 36 %

私立大学 597 150 447 25 %

公立短大 17 4 13 24 %

私立短大 322 79 243 25 %

合計 1109 304 805 27 %

HOYA

◇ 送信返信等の状況



eラーニング活用教育の実施規模

47

【参考：運用しているLMS】 214校中⇒

Moodle:94校、 Blackboard（WebCT）:9校

その他：115校（ WebClass：23校、 Sakai：4校、他）

大学数

ｅラーニングの実施規模

大学全体
で実施

一部の教
員が授業
で実施

一部自学
学習等で

実施

授業等で
の活用は

ない

活用状況
は把握し
ていない

その他 未回答

国立大学 38 17（43%） 15（38%） 2（5%） 0 0 4 1

公立大学 24 4（17%） 16（67%） 5（21%） 1（4%） 0 2 0

私立大学 112 31（28%） 58（52%） 23（21%） 2（2%） 2（2%） 2 0

短期大学 40 9（23%） 22（55%） 4（10%） 3（8%） 2（5%） 2 0

合計 214 61(29%) 111（52%） 34（16%） 6（3%） 4（2%） 10 1

HOYA
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① eラーニングの費用対効果について（214校）

② eラーニングの継続について（214校）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

国立大学

公立大学

私立大学

短期大学

今後、現状よりも実施規模を拡大したい 現状維持

システム規模を縮小していく予定 休止予定

その他 未回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国立大学

公立大学

私立大学

短期大学

教育効果がみられる 教育効果はあまりない 分らない

HOYA



49

③ ICT活用教育の実践で苦慮していること（複数回答可）
（304校）

（大学数）
現在、eラーニングを実施していない大学（86校）

④ eラーニングの実施について（複数回答可）

0 50 100 150 200 250

特に問題はない

サーバなどの必要経費が高い

運用にかかる人件費が高い

担当する教員がいない、あるいは、足りない

適切な教材が少ない、あるいは、ない

その他

国立大学 公立大学 私立大学 短期大学

0 10 20 30 40 50 60 70

今後も実施する予定はない

実施したいが予算がない

実施したいが担当できる教職員がいない

その他

国立大学 公立大学 私立大学 短期大学

（大学数）

HOYA

平成28年度の拠点活動
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○ 拠点運営委員会 第1回2016/10/15   第2回2016/12/24  第3回2017/3/7
○ 拠点アンケートによる調査 2016/11/15-12/5

https://www.saga-els.com/clc/

HOYA

○ 研修会（1泊2日：10時間程度） （専門家育成）

(6) インストラクショナルデザインを活用した授業改善

於：佐賀大学 2016/12/23-24
(7) 演劇の手法を取り入れた教育プログラムの開発

於：佐賀大学 2017/2/28-3/1

○ 講習会（90分～数時間）

(1) eラーニング共通基盤教材とTP・LPの利用事例について

於：大学コンソーシアム八王子 2017/2/3
(2) LTD話し合い学習法の基礎と活用 於：佐賀大学 2017/3/2
(3)研究としてのメディア芸術表現 於：佐賀大学 2017/3/3

○ 拠点フォーラム

佐賀大学教育関係共同利用拠点キックオフフォーラム開催 2016/12/25



ご清聴ありがとうございました
Thank you for your kindness
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